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第３回 羽村市産業振興計画懇談会　会議録

 日　時 令和 8 年７月 31 日（金）午前 10 時～午前 12 時 10 分

 会　場 羽村市産業福祉センター　ⅰホール

 出席者 座長　進邦徹夫 

委員　城　裕昭、中条　悟、田村　聖、安田英司、瀧島忠典、田村　栄、坂
本順市、清水亮一、青田昇一、中村勝司、芳賀啓一、星野亜弓、河野浩邦、
田中　誠、鬼塚昌和、鈴木　茂 

事務局　産業環境部長、産業振興課長、商工観光係長、商工観光係主査、農
政係長、商工観光係主任

 欠席者 副座長　山下敬一　委員　平塚徹也

 議　題 1　議事 
(1) 商業の現状・課題・方向性について 
(2) 農業の現状・課題・方向性について 

2　その他
 傍聴者 なし

 配布資料 ・【資料 1-1】第三次羽村市産業振興計画策定のための事業者アンケート 
・【資料 1-2】第三次羽村市産業振興計画策定のための事業者アンケート結

果（商業系） 
・【資料 1-3】商業系事業者アンケート結果要約 
・【資料 2】商業部会ヒアリング要約 
・【資料 3-1】第三次羽村市産業振興計画策定のための農業者アンケート 
・【資料 3-2】第三次羽村市産業振興計画策定のための農業者アンケート結　　　　　　　
　　　　　　　果 
・【資料 3-3】農業者アンケート結果要約 
・【資料 4】農業団体ヒアリング要約 
・【資料 5】令和８年度羽村市の農業振興及び農地保全に関する意見書

 会議の内容 第２回産業振興計画懇談会会議録の確認 
（事務局）事前に確認いただいた第２回産業振興計画懇談会の会議録（案）

について、鈴木委員から訂正の連絡があったが、その他訂正等はあるか。 
－訂正なし－ 
他に訂正がないようなので、今後、市の公式サイトなどにより公開してい
くこととしたい。 

傍聴の確認 
（座長）傍聴人の確認をする。 
（事務局）本日の会議には、傍聴希望者はいないことを報告する。 
（座長）傍聴希望者はいないとのことなので、早速、会議を始める。 
 
1　議事 
（１）　商業の現状・課題・方向性について 
（座長）議事の１「商業の現状・課題・方向性について」を議題とする。事

務局からの説明後に意見交換や御意見をいただきたい。 
（事務局）【資料 1-1】～【資料 2】説明 
（座長）事務局から説明があったこの件に関し、委員の皆様に御意見を伺う。 
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 （委員）商業の場合、基本的にはお店を構えている方が多いと思うが、そう
すると、基本的には自分たちが外へ出ていって営業活動をしてお客さんを
捕まえるというよりは、市内に住まわれている方や市内で働かれている方
をお客さんとして取り込んでいかなければならないという実情がある。
アンケートの結果でも、集客という部分が非常に大きな課題として挙げら
れていると感じている。一方で、アンケートにあった市のビジョンという
か方向性が見えにくいという指摘も出ているように、市内で消費をする人
たちは定住人口の増加と交流人口の増加の二つの軸で考えていかなけれ
ばいけないとなった時に、羽村市そのものが定住人口増加策として何を考
え、交流人口増加策として何を考えているのかが見えにくいのではないか
と思っている。そうすると必然的に交流人口の増加に関しては、観光との
連携が無視できないと思いますし、外部から人を呼び込むということで羽
村を知ってもらう、拡散していく、これがアンケートの結果にもあった
SNS 等を使って羽村市を紹介していくという施策と結びついていくのか
と感じている。一つ一つを点で考えてしまうと、羽村市の市内に人がたく
さん賑わう形で足を運んでいただく、また住んでいただくというところに
対して、効果が薄くなってくると思うので、こういった話は点ではしては
いけないと考えている。羽村市では今、羽村駅西口の区画整理をしている
が、そこが昔は商店街であり、商業集積が図られた場所でもあった。それ
が今空き地だらけになってしまい、昔の面影は見る影もない。駅前がシャ
ッター通りを通り越して建物すらない状態になってしまっているので、ま
ちづくりと商業の振興は切り離しては考えられないと思っていて、羽村駅
東口に関しては大手の会社がチェーン展開しているようなお店が充実し
ているのが羽村市の特徴だと思っている。地域の個性あるお店が西口の区
画整理で商業集積が図られる中で、拠点として活力のあるまちづくりの起
点になってもらいたいという要望もあり、民間ができること、行政にしか
できないことがあり、先ほどのヒアリングの中で八王子のみなみ野のよう
な取組は我々民間では絶対にできないことだと思う。学校を誘致したり、
分譲の区割りを大きくすることによって、ある程度所得を持っている人た
ちを意図的に住まわせるような政策は行政にしかできない取組だと思う。
この懇談会での結果について行政はどう考えているのかをお聞かせ願え
たらと思う。 

（事務局）委員の皆様からいただいた御意見を集約していくという形で考え
ている。委員がおっしゃるとおり、羽村駅西口の区画整理については、予
定より遅れているというのが実情で、地権者の皆様にはご迷惑・ご不便を
お掛けしている。また、中心市街地の活性化というのも過去に挙げられて
はいるが、なかなか具体的な手が打てていないような状況もある。どこに
視点を置いていくのか、今この状況の中でどうしていくのか、ここでお答
えが出せない状況であるが、懇談会で皆様からいただいた御意見を計画に
反映していきたい。皆様からいただいた御意見の中で、民間ができること
と市でできることを明確にしていくことが必要であると考えている。 

（委員）ヒアリング等の中でも多く声が出ていたのが市の PR についてであ
る。羽村市がどこにあるのかわからない、羽村って何かという意見が多く
聞かれるということで、そのようなことがなくなるように PR していく必
要があると思う。今までは子育てしやすいまちという言い方をしていた
が、これからは働きたくなるまちというところにフェーズを変えていく必
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 要があるのではないかという意見も多く出ていた。そのためには羽村市を
知ってもらうことが一番重要なポイントになってくると思う。どのように
して何を PR していくかという手段としては、SNS やインフルエンサーを
活用する必要があるが、中身を考えていく必要がある。例えば、はむら夏
まつりや昔賑わっていた水上公園など、今はなくなってしまったものに対
してどのような対策を練っていくのか、このようなものがあったら羽村市
の PR がもっと上手にできていたのではないかという話もある。また、今
あるものに対して、もう少し力を入れていく必要があるのではないか。例
えば、動物公園は今ある貴重な動物園であるが、日曜日に行ってもそれほ
ど賑わっていない。羽村市としてはもったいないと思うので、もう少し話
題性のあるような形で力を入れて、それを PR の要素にしていった方がい
いのではないかという意見がある。もう一つの課題は人材確保と人材育成
である。ここに書かれている人材育成の補助金も羽村市としてやっていた
だいているが、実際に 1 人雇うのに、広告宣伝費として約 20 万円から 30
万円掛かる。これに対して補助金 20 万円という形で打ち出されても、あ
まり効果がないと思われる。金額を増やすということではなく、もっと別
の方法を考えるべきではないか。例えば、羽村市にはいろいろな経営者の
方がたくさんいらっしゃるので、そのような方々で上手い形のネットワー
クを組んでいただく。新規で人を雇用してもすぐに会社を辞めてしまい定
着率がすごく低い。定着率が高い雇用というのはやっぱり紹介になってく
る。誰かの紹介で入社をしてくれるとか、誰かからの口利きで入社すると
離職率がすごく低くなってくる。そのような形でネットワークを上手に
組んでいただき、例えば働きたい人がいたら紹介してあげるとか、こうい
う仕事をしたい人がいるがどうだろうという形でネットワークが組める
と、それが人材確保に繋がっていくし、長い間その企業で働いていただく
結果に結びついていくのではないかと思うので、そのようなところにも力
を入れてやっていただけるとありがたい。 

（委員）商業に関しては、大きく三つの課題があるのではないかと認識して
いる。一つ目は収益力が低く儲からないということである。コストが今高
くなっているので、それと連動して大変なことになっている。資料を見る
と規模が小さいお店の方が多く、売上が 1000 万円未満の事業所が約半分
くらいということを知って、非常に厳しい状況だと認識している。二つ目
は人材の確保と育成である。これは資料にもあったが、半分くらいの方が
課題であると挙げているので、早急に手を打たなければいけないと思って
いる。三つ目は、通過型になってしまっており、羽村市に立ち止まらず通
過されてしまっているということ。この三つが今回大きな課題だと理解し
ている。提案として、考え方を変える必要があるのではないかと思ってい
る。世間一般的にはパラダイムシフトというのが当たり前になってきてい
るが、今までのやり方や考え方の延長線上で考えるのではなく、全く新し
いやり方にシフトしていかなければいけないのではないかと考えている。
よく例に出されるのが、昔、馬車が交通機関のメインだったときに、馬車
の問題についていろいろと議論していたが、そもそも車を使えばいいので
はないかといった、新しい考え方にシフトしていかないとだめではないか
と思っている。いろいろな方策を具体的に考えてきたが、参考までにいく
つか提案をさせていただきたいと思う。最初にやらなければいけないの
は、AI を搭載したデジタルのプラットフォームをすぐにでも作ったらど
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 うかと思っている。プラットフォームというと駅のプラットフォームをイ
メージすると思うが、まさにそのとおりで、人が集まったり情報が集まっ
たりする、一か所に集中的に集まるようなイメージを持ってもらえればい
いのではないかと思っている。もう少し細かく言うと、顧客や市民に対し
てはそこで予約ができるとか、決済ができるような仕組みを作ることで、
例えば知らなかった飲食店が見つかるといったことがそこで実現できる
ようになる。資料にも、今ある町中華や和菓子店などちょっとした工夫で
流行を生み出すということが書かれているが、そのような知らないような
こともプラットホームに行けばわかるし、購入もできるし、予約もできる
という環境を作ってしまえばいいのではないかと思う。これは市民と顧客
だけではなく、事業者に関しても利点がたくさんある。羽村市は事業所自
体の規模が小さいという特徴があるので、個別に決済システムを作ろうと
か予約システムを作ろうとするのは大変なのではないかと思う。そのため
プラットフォーム自体を行政がリードしてインフラとして作ってしまい、
その後事業所はそこにどんどん登録していってもらい活用してもらうと
いうようにすると、利用者の方も助かるし、アピールにも繋がるといった、
いろいろな利点があるのではないかと思っている。最後に行政にも利点が
あると思っていて、全てのデータが集まるので、人がどのような買い物を
しているのか、どのような店舗がどのような売上げがあるのかといった情
報がリアルタイムにわかるので、今後の施策の検討に役立てることができ
るのではないかと思われる。デジタルプラットフォームを作るということ
を提案すると、よく夢物語とか 10 年後の話をしているのかと言われるが
実は、市区町村でこれを実際に立ち上げているところがたくさんあるし、
世界を見るとほとんどの国がすでに実現しているので、あとはやる気とい
うか、やろうと決まったらすぐにできるようなものなので、ぜひ参考にし
ていただければと思う。 

（委員）私どもは東京都の政策を担う立場ということで、皆様方とは少し立
場が違うかもしれないが、SNS 等の広報の面で御意見が出ていたので、政
策を知っていただく難しさということで同様の問題意識を持っているの
でコメントさせていただきたいと思う。東京都や私ども公社では助成事
業、専門家派遣事業といったものがあるが、皆様になかなか情報が浸透し
ていないということで、広報を強化するという指令を上からいただいてい
る。例えば、商店街の振興を通じて、商店街や個店に専門家派遣を行って
いるが、意外に知られていないというのが実情である。その他に商店街で
起業や開業をされたい方向けの助成事業もあるが、起業する以外にも 2 店
舗目を作るとか、事業承継も対象になっているなど、かなり使い勝手の良
い助成金のはずではあるが、なかなか浸透していない。本日は羽村市の懇
談会であるが、東京都の政策もありますし、またデジタルの補助金ですと
国のものもある。それぞれの地域や個店に合ったものを的確に伝えていく
ことが大事だと思う。私どもの政策もぜひ知っていただき、御利用いただ
ければありがたいですし、羽村市とも連携してやっていきたいと思ってい
る。 

（委員）埼玉や神奈川、山梨、群馬などの方から「東京都は羨ましい」とよ
く聞く。東京都財政が豊かということもあり、政策メニューが豊富にある
が、そのメニューをいかに皆様に知っていただけるかということが課題だ
と思う。先ほど委員からの御意見のとおり、民間ができることと行政にし
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 かできないことがあると仰っていたが、行政にしかできないことというの
は、公共のサービスをきちんと皆様に知ってもらうことなのではないかと
思う。本日は懇談会なのでざっくばらんに申し上げているが、皆様の御意
見を聞いた上で、また市の政策に反映するということなので、改めて申し
上げると、行政にしかできないことは行政に考えていただく必要がある。
ただ、そうはいっても財源が必要になると思うので、羽村市は東京都に立
地しているわけで、自主財源でできることもあれば、東京都に政策提案を
してできることもあると思う。そのようなところを整理して、将来計画を
立案していただけるといいのではないかと思って意見させていただいた。 

（委員）支援の件でもう一つ提案させていただきたいと思う。アンケートと
データにあったが、約 5 割の方が知らないという現状で、これではいくら
支援策を用意しても全く意味がない。そういう現状だと認識している。一
方、おそらく地方の方が今頑張ってやっていると思うが、プッシュ型とい
う考え方がある。行政が用意して待つのではなく、行政側から資格や条件
が当てはまる事業者や個人に対して提案をしていく、「こんな支援あるけ
ど使いませんか」というプッシュ型に切り替えたらどうか。もちろん今ま
ではなかなかデータがなかったので、募集という形で迎え入れることしか
できなかったのではないかと思うが、今はその気になればすぐにデータが
集まると思うので、こちら側からアプローチをしてプッシュ型にしていけ
ばいいのではないかと思っている。　 

（座長）現在、事業者と行政が対話をするという場はあるのか。 
（事務局）それぞれの組織との会合といったものは適宜ある。商工会や農業

団体協議会、観光協会、その他の関係者の方たちとは日頃から機会を捉え
て意見交換をしている。 

（座長）より良い方向性を生み出していくためにも、腹を割って話すという
ことが本当は必要だと思う。 

（委員）アンケートの中で、市外で事業拡大すると回答された方が４社あり、
その理由がどのようなところにあるのかというところも捉えていく必要
があるのではないかと思う。回答した 35 社の中で年商 1000 万円未満の
会社がほど半数あるというところで、それでも市外で事業を拡大していく
という理由が、どのようなところにあるのかというところが気になった。
また、今後の事業展開の問いでは現状維持が 22 社となっているが、現状
維持ではコスト高には対応できませんし、小規模の事業者は、むしろ売り
上げの減少を覚悟していくということだと思われる。この現状維持と回答
された理由がどのようなところにあるのかというところも非常に気に
なった。先ほど委員のお話のとおり、今後の羽村駅西口の開発のビジョン
は非常に羽村市の起爆剤になると思いますし、行政と民間で様々な意見が
あるとは思うが、この開発により商業の活性化の起爆剤になることを期待
している。また、委員からお話があった人材については、私どもの業務を
行っている中で人材が不足しているということを日々たくさんお聞きし
ている。お客様のところを訪問して、人材が不足しているようであったり、
廃業するお客様の人材を、私どもの子会社で人材をサポートする会社が西
多摩の企業で人材を募集しているところに繋げたという事例が直近で
あったので、羽村市内で人材が不足しているところと欲しいところが上手
く繋がるようなプラットフォームのようなものがあると活用できるので
はないかと思った。また、地産地消モデルは、お金でも同じだと思うが、
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 地元でお金を落とし、地元でお金を使うという循環モデルを構築していく
ことが、このアンケートで答えている事業者のターゲットが地元だと思わ
れるので、そのようなお金の地産地消モデルが上手く循環できるような仕
組みを行政と民間で手を携えて解決していければいいと思ったので発言
させていただいた。 

（委員）先ほど委員がプラットフォームのお話をされていたが、私自身も飲
食店を 3 店舗経営しており、「はむ宅」というインターネットで飲食の注
文ができるシステムを作った。大手に比べ手数料の安いシステムを作ろう
と思って、運営してみたが、実際に立ち上げたところ、当初コロナ禍のと
きは多少良かったが、利便性が低いというのと、PR が少し足りなくて、
なかなか普及できていない。限られた予算の中で作ってみて、なかなか難
しいなと感じており、運営を今後どうするかということが課題になってい
る。大手の注文システムだと注文がたくさん入るが、自分たちで作ったプ
ラットフォームではそこまで集客ができていない。効果的な PR や利便性
の向上、決済システムの完了までできるシステムとなると、その分費用や
手数料も掛かってしまうので、市が大々的に何かそのようなプラットフ
ォームを作ってもらえると助かるのでありがたい。また、流通のシステム
について、例えば大手会社では 24 時間注文できて、そのまま宅配の人が
マッチングできてすぐ配達できて利便性が高いが、「はむ宅」では、配達
する人の都合で配達可能時間が限られていて、昼の部と夜の部に分けて時
間を限定したかたちでしかできなかった。やはり利便性を高め、PR も
もっとできれば「はむ宅」が活用できたのではないかと思っている。個店
でやるよりは、市で何かいろいろやってもらえたらもっと運用ができるも
のがあるのではないかと思ったので、発言させていただいた。 

（座長）羽村市は規模感がすごく小さいまちなので、「はむ宅」のようなサー
ビスは比較的機能すると思うが難しいのか。 

（委員）利用者が配達してほしいと思ったときに対応できないというのがネ
ックになっている。大手会社はそれができるというのが一番かなと思う。
決済に関してはＱＲ決済と現金決済の両方とも対応していたが、学童クラ
ブとかの夏休みのお弁当配達とかになると、子供に決済をさせられないと
いう難しさもあり、決まった期間でまとめて掛け売りのような形でやった
りとかしてやっていただいていた。決済システムを個店でシステムを作っ
てみても、その代行手数料が高すぎてそこまで手が出せないので、サイト
内で決済ができればもっといいのにと思った。 

（委員）今までのお話を伺っていて、プラットフォームの話も出たが、いろ
いろなサービスをこちら側で用意したとしても、知られていないことに
よって活用されていないという大きな課題があると思う。商売をやってい
て、お客さんの心理の動きを考えるのと全く同じで、人は知ることによっ
て興味を持ち、興味を持つことによって行動が生まれ、行動の結果として
購買に繋がる。総合的に考えると、どう知ってもらうかという入口のとこ
ろの課題をいかに解決していかなければいけないかというのが 1 点目。
知ってもらう情報の中で、興味を持ってもらう情報の発信の仕方がどのよ
うな形であるのか、ここをしっかり捉えていかなければいけないというの
が 2 点目で、この二つがしっかりできると、ある一定数の人たちが行動と
いうところに繋がっていくのではないかと思う。これはたぶん羽村市に
住んでいる人たちに対しての情報発信もそうであり、市外の人たちに対し



第 3回羽村市産業振興計画懇談会

- 7 - 

 ての情報発信もそうである。これをうまく先ほどの定住人口と交流人口と
いう形で分けて、いずれにせよ羽村市の中で活動する人たちの数を増やし
ていくというところに繋げていかなければいけないので、プラットフォー
ムで羽村市に興味を持っていただくというところまでの情報発信は、ある
程度行政主導で作っていってもらう必要があるのかなと思う。そこに民間
がどのようにして自分たちのお店の紹介とか事業の紹介ができるような
建付けにしていくのか、その設計図の作り方というのがとても重要になっ
てくるのだと感じた。行政側に委ねたい側面と、民間の努力でやらなけれ
ばならない領域をしっかり分けて、別々にやるのではなく、制度や仕組み
は行政主導で作っていただき、民間がその枠組みの中で企業努力で人を集
めることができるようなプラットフォーム作りをしていただけたらいい
のではないかと感じた。 

（委員）プラットフォームは確かに必要だと思う。行政がやるということで
信頼度は上がるので、ぜひ検討していただければと思う。次に大事なのは
中身であると思う。いただいたデータやホームページをいろいろ見てい
て、羽村市は一つ一つセールスポイントというか、良いところが他の市に
比べて非常にたくさんあると感じた。ブランディングをきちんと羽村市が
リードしてやればいいのではないかと思っている。ブランディングという
と、飛びつくのがロゴを作るとか、キャッチフレーズを作るとかいったこ
とをやりがちであるが、そのようなことは絶対にやめた方がいいのではな
いかと思っている。最近よく言われているが、ブランディングというのは
コト、体験だということである。こんなことができるよ、という体験をブ
ランド化していくのが最近のステータスになっている。もう少し具体的に
言うと、パッケージを作ればいいのではないかと思っている。例えば、ス
ターバックスのブランドはコーヒーを売っている店ではなく、あの居心地
の良い環境を提供している店がスターバックスだと利用者は思っている。
東京ディズニーランドも乗り物に乗れることを PR しているのではなく、
夢が見れますよといった体験をブランディングしており、メジャーな企業
の中ではすでにそういったブランディングが行われている。先ほど言った
とおり羽村市には個で良いところがたくさんあるので、それをパッケージ
化してこんな体験ができるよというメニューをたくさん用意して、プラッ
トフォームで宣伝してしまえばいいのではないかと思っている。例えば、
羽村の堰や玉川上水など歴史的に有名なものがあるが、そこに行きましょ
うというものを売るのではなく、そこに行ったついでにこんな体験をして
もらって、このレストランに寄ってもらって、神社にも行ってもらうと
いったコースのようなパッケージ、また、動物園があるというのは非常に
強力なことなので、前回ちょっと言ったが、ナイトサファリのようなもの
を作ってみてはどうか。それに関連したレストランを用意して、美味しい
水を使っている高級レストランとか、あとは夜なのでここのホテルに宿泊
できますよ、といった体験型のパッケージのようなものをいろいろ用意し
て、どんどんアピールしていけばいいのではないかと思っている。 

（座長）今誰もがスマートフォンを持ち歩いていて、そのスマートフォンで
個人が特定できないようにして、人流を把握することは、多少費用が掛か
るかもしれないが把握しやすいと思う。羽村市では人流の把握のようなこ
とは実施しているか。 

（事務局）コロナ禍前までは目視により、カウンターで人数を数えるという
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 方法でやっていたが、現在は携帯電話の位置情報で行動が掴める時代に
なってきた。羽村市単独では実施していないが、西多摩広域行政圏協議会
で 8 市町村の人流を取ったデータがあり、例えば、春の観光シーズンに、
人がどこから来て、どのような人がどこでお昼を食べて、どこに立ち寄っ
たなどのデータがある。今後の商業や観光施策を考える上でそういった
データを活用することができる。 

（座長）そういったデータを上手に活用しながら、ブランディングの構築を
進めていくことができると思いますし、羽村市はポテンシャルが高く、規
模が小さいまちなのでスケールメリットがあると思う。商業に関して他に
御意見はいかがか。 
－意見なし－ 

 
（２）　農業の現状・課題・方向性について 
（座長）続いて、「農業の現状・課題・方向性について」を議題とする。事務

局からの説明後に意見交換や御意見をいただきたい。 
（事務局）【資料 3-1】～【資料５】説明 
（座長）それでは先ほどの商業と同様に、アンケートやヒアリングの結果を

踏まえつつ、委員の皆様に御意見を伺う。 
（委員）農産物直売所について、2 点提案させていただきたい。野菜を購入

したり、家庭菜園用の野菜の苗や肥料の購入に農産物直売所を利用させて
いただいているが、開店の午前 9 時半から 10 時までがものすごく混んで
いて、その時間を過ぎると、もう閑散とした状況になっている。混雑時は
お客さんが集中して会計に時間がかかってしまい、駐車場が満車でお客
さんを逃してしまっていることがあるので、改善が必要だと思う。また、
野菜の品種や育て方、害虫駆除の方法がＰＯＰに書いてあるが、お客さん
を惹きつける取組みとして、例えば家庭菜園教室の実施やボランティアに
よる説明員を配置していただくと、地域の方と交流ができるということで
提案させていただきたい。もう１点は、閑散とした時間帯に、市内の食料
品に限らず、人気商品とか安い品物の販売、あるいは福祉作業所の商品の
販売、フリーマーケット、そのようなことをやっていただいて、お客さん
に来ていただけるようにしていただいたらいいかと思う。 

（委員）農業はアンケートの中でもあったように、羽村市では農家の後継者
が減少し、人手が不足している中で農産物直売所だけではなく、ＪＡ西多
摩が経営しているベジベジや近隣のスーパーマーケット、学校給食等にも
出荷をしている。家族経営でやっているところが多く、どうしても人手が
足りないという状況の中で農産物直売所の出荷量にも影響しており、補充
の出荷ができず閑散としてしまう状況にある。また、梅雨時は夏野菜が一
段落する時期で、夏野菜が終わり秋野菜が出てくるまでの間というのがど
うしても品物が減ってしまう。品物が減ったときや端境期にどのようにし
てカバーしたらよいか、ＪＡと東京都西多摩農業普及センターの方とで話
し合って試行錯誤をしており、その中で「羽村愛情野菜」というブランド
で皆さんに協力していただくなど取り組んでおり、絶えずお客様に来てい
ただけるように取り組んでいる。家庭菜園用の苗を農家の方に作っていた
だいているが、育て方などを説明するというのは、人手不足もあり非常に
今は難しいと思われるが、その代わりにＰＯＰを出している。農産物直売
所の職員に聞いていただければ、ある程度は答えられるようにはなってい
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 ますし、パートの方々もかなり知識のある方もおり、お客さんと接する中
で対応はできるのではないかと思う。農協の方としても、そのような人材
についても考えているが、やはり農産物直売所にだけ出荷しているわけで
はないので、羽村市の農家が収入を上げていくためには、他のスーパー
マーケット等にどうしても販路を探していくというのが現状である。た
だ、御意見をいただいた中で、農産物直売所も頑張って盛り上げていきた
い。 

（委員）私は農家で農産物直売所の役員もやっている。農産物直売所は新鮮
な朝採り野菜が売りであり、朝収穫した野菜の鮮度を売っている。お客
さんにアンケートをしたところ、鮮度を求めて来てくれるリピーターが
98％であり、一見客はあまり来ない。農産物直売所のお客さんはほぼ固定
客で、鮮度を求めていて、朝一番に採ったばかりの野菜を食べたいといっ
た方たち。鮮度にそれほどこだわっていない方は、スーパーなど 1 か所で
全部食材が揃う買い方が楽だということである。羽村市民というのは皆
さん市外に働きに出てしまっていて、昼間の人口が少ない。何をどのよう
にしたって、昼間は人がいない。まず、地産地消を農業でやるように、羽
村で作っているものを羽村で消費することが必要で、家を建てるのであれ
ば、他のハウスメーカーに頼まないで羽村の大工さんに頼む。土木工事も
羽村の土建屋さんにお願いする。そのようにしていけば、どんどん羽村の
魅力は発信できる。いろいろなことをやらなくたって、まず行政が羽村は
羽村で消費しましょう、家は市内の会社で建てましょう、羽村市内で自動
車、ものを買いましょう、消費しましょうとやっていただければ、人が少
なくてもお金も動いていく。昼間に人が少ないので農産物直売所は購買層
がいない。農業で儲けましょうと言っているが、皆さんは高価な野菜は期
待していない。私はサラリーマンを 18 年間 40 歳までやっていたが、親
が亡くなったので農業を継いだ。皆さんは専業農家が少ないのはなぜだろ
うと思うかもしれないが、野菜を 1 日 1 万円売るのはすごく大変なんで
す。大根 1 本 150 円で売るとすると、利益率がどのぐらいかわかります
か。50％以下なんです。野菜というのは種を蒔いてから出荷するまで約
3 か月かかる。3 か月かけて作った大根を 150 円で売っても原価率を考
えれば利益は 70 円。それを 1 万円利益を出すために売るとなったら何本
になると思うか。100 本売っても 1 万円にならない。農家は、午前中に
種蒔きをしたり栽培管理をして午後に収穫。翌日の納品準備すると 1 日が
終わってしまう。農産物直売所に説明に来てほしいとか何かをやってほし
いなんて言われても、そのような時間的余裕が一切ない。それで、人件費
をかけたらその人件費をかけた分だけ損をしてしまう。そう考えたら、一
番効率が悪いのが農業。今、農業を維持するためには、農業をメインでや
りつつ、それ以外に副収入や不労所得で稼がないといけない。例えばア
パートを建ててその家賃で少し生活費を賄えないと、決して良い野菜はで
きない。野菜だけで 1 日 1 万円も売れないものを 365 日働いたって 365
万円にしかならないので、これでは何にもできない。子供に学費を掛ける
といっても、今の日本の経済の中で、子供の学習能力は、親の所得に比例
してしまう。所得の高い家の家庭の子供はやはり良い高校、良い大学に行
ける。年間で 1 日 1 万円も儲からないような仕事を子供が跡を継ぐわけ
がない。きれいごとばかりで、何を言ったって世の中は収まらない。だか
らもう農業を続けるには資産形成をしなければ成り立たない。相続の問題
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 もあって、相続税を億単位で払う場合に、土地を処分すると譲渡税も払わ
なければいけない。1 億円の相続税を払うのに土地を 1 億円分売るのでは
駄目で、譲渡税が 25％から 30％かかるので、1 億 3000 万円～4000 万
円の土地を売らなければ 1 億円の相続税を払えない。自分の内部留保の現
金で支払うなんて無理である。委員はよく御存知であるが農業について勉
強しようと思ったら、作物のことではなく税金の勉強をしないといけな
い。いかにその相続税を安く抑えるかや納税猶予制度などについても知ら
ない方が多いので、税金の勉強会を実施したこともあった。今、私は農家
の若い子に農業は面白いよ、６次産業化もできると伝えている。羽村で収
穫したお米を使ってお酒も作ったりして、いろいろ展開をしていて、まだ
まだ農業の伸びしろはあると思っている。ただ、その発想の転換が農家に
時間がなく難しい。農業を始めた若い人には、技術よりも販路が大切だよ、
売り先さえあれば、それに伴ったものが作れるから、販路を確保しないと
何を作ったって売れないしお金にならないよと話している。農産物直売所
に来てくれるお客さんは 65 歳以上の方が大半で若い人はほとんど来な
い。最近農協で「夕市」といって、夕方の時間帯に羽村駅から帰るお客さん
を対象に地場産野菜の販売をしていて、それが結構好評だった。やはり皆
さん、新鮮な野菜を食べたいのだと思うが、羽村の若い人は共働きが多く、
昼間に人がいないので新鮮な野菜が買いたくてもその時間がない。やはり
昼間人口を増やさないといけない。商業においても実際そう思う。いくら
情報発信をしても、みんな働いてるから SNS など見ない。家に帰ってき
て夜に見たってその時間には買い物に行けない。そういった課題を改善し
なければいけない。できることはやはり行政から羽村市に住んでいる人は
羽村で生活していきましょう。生活必需品は羽村市内で買ってもらうよう
にしなければいけない。共働きの若い人は、土日の休みの日に、少し遠く
てもモールとかの大型商業施設に行って 1 日を過ごす。やはり、大型商業
施設のようなものは羽村に持ってきては駄目だと思う。羽村はスーパーが
すごく多いので、みんなスーパーに買い物に行ってしまう。いくら農産物
直売所で鮮度を売りにしていても、生活環境からして農産物直売所へ買い
物に行かないと思う。何を討論しても、何を宣伝しても、何を SNS で流
したって駄目なので、まず必要なのは羽村の地産地消で、何をするにも買
い物も、そうしていかない限り何をやっても駄目だと思っている。今の若
い人が家を建てるといったら、ハウスメーカーに頼んでしまう。だから、
実は羽村の大工さんってほとんどいない。そういった状況なので建設業
だって伸びなくなる。羽村のものを羽村で消費してもらうようにどんどん
行政がそのような方向を示していかない限り、何をやってもザルで水をす
くっているのと一緒である。そこはもう考え直すべきだと思う。農業を残
すにはまず農地です。農地をいかに残すか。そのためには農業は農業だけ
やってたら農地は残らない。先ほど説明したように 1 日 1 万円儲からな
い仕事を息子にやれといってもやらない。だから、いかにそこをどうする
か。羽村には水田が残っているが、５畝１反持っていない農家が多く、お
米を作っても夫婦で 1 年もたないぐらいの量しか収穫できない。夫婦 2
人だったら 1 か月 5 キロもあればお米は足りて、お米の購入費も年間１
０万円で足りる。それが夫婦 2 人分のお米を田んぼで作ろうとするとコス
トが倍必要になるので、だったらやめた方がいい。こんなに時間とお金を
使ってもリターンが少ないので、私は農業は究極の道楽だと言っている。
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 有機で経費を削減して、消毒や化学肥料なんかを使わないでやりましょう
なんていっても、穴だらけの野菜を誰が食べますか。そう考えたら、もう
私は農業は農業だけではやっていけないので、農業が生き残るための施策
をやはり考えていかないと、農業は残らないと思う。私は農業をやりなが
らも、実はいろいろなことをやっていて、自分の収入のうち農業収入は 10
分の 1 ぐらいである。それでも、労働時間は一番多い。私は過去に農業が
嫌でサラリーマンをしていた時期もあったが、今になってみると面白いと
思う。6 次産業化まで考えれば、いろいろな選択肢はまだまだある。農業
をもし残していただけるなら、農地が農地として残ることを前面に考えて
もらえれば、またその経済動向にも対応できるのではないのかなと思う。 

（座長）勤務先が三鷹市なので、三鷹市の農業というのはどのようなものか
なということを考えてみたが、課題として都市農業なので後継者不足もあ
りますし、やはり相続税や農地の減少ということが大きな課題だと思われ
る。三鷹市とか環境が違うと思っていたが、羽村市も結局そのようなとこ
ろに行き着くことは意外と感じた。 

（委員）三鷹市は羽村市の３倍くらい農地が多い。三鷹市の農家にも何軒か
視察で昔行ったが、ホシノさんのナスなんていうブランド化して、畑一面
ナスを作っている。そういった人たちの栽培面積は羽村と比べものになら
ない。少量多品目の逆で大量少品目に特化して、ナスだけを春から秋まで
霜が降りるまで作っている。それをブランド化して、いろいろなお店に置
いていく。そうすると自分の時間も作れるし休みも取れるし、売上も大体
計算できてしまう。それを少量多品目でしか対応できませんよ、農産物直
売場の対応だけですよ、なんて言ってるとみんなが同じもの作ってるの
で、売れるか売れないかわからない。ナスは黒いダイヤなんて言われてい
たが今は山のように売っていても、みんなが食べるかといったら食べな
い。ですから確実に 100％売れるんだったら農家も儲かるが、何しろ売上
の利益率から考えたら、販売率が 100％ではないので、1 日 1 万円なん
て絶対儲からない。 

（委員）私も 63 歳まで他の仕事をしていたが、父親の後を継いで農業をし
ている。先ほど委員が言われたように農業は儲からない。前の仕事と比べ
てなぜこんなに収入が少ないのか。それと体力的に農業はもっと楽だと
思っていたが、実際にやってみたら、農地には日陰がなく夏は暑いし、冬
は寒く結構厳しい環境でやるのだなということをまず実感した。また、別
の人からは、農業をやっていくのだったら儲かることを考えたらできない
よ、農業は博打だと言われたこともある。豊作のときはいっぱい収穫でき
るけど、今のマグロではないが、採れすぎてしまえば捨ててしまうことも
ある。また、資料の３－３の 11 ページの、農業経営で実行していること
という問いに対して、特にないが 45％、今後実行していきたいことに対
して、特にないが 48％である。目標と計画性がこのデータを見るとない
ように感じる。これはなぜかというと、１０ページの経営課題として半数
が農業収益の低さと答えていて、では収益を上げるためにどうしたらよい
かと、オランダの農業について調べてみた。オランダの農業というのは、
ビニールハウスではなくガラスハウスを使い大量少品目でやっている。例
えば、トマトは日本の露地栽培による収穫の 8 倍、ハウスの 3 倍も収穫
量があり、ものすごい収益を上げていて、食料自給率も当然 100％以上あ
る。ただ、ガラスハウスを作るための初期投資にものすごい金額が必要に
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 なるというデメリットもある。私も羽村でもこのようなやり方がいいので
はないかと思うが、初期投資にお金が必要となると、二の足を踏んででき
ないと思う。そこで、行政がモデルケースとしてガラスハウスを設置して
試験的にやってみてもらうことをお願いしたい。それがうまくいくと分か
れば、ある程度の投資をしてもそれだけの収益を得ることができれば、私
もやってみようということになると思う。これから、若い農業者たちに希
望を与える意味でも、実験的に考えてみてもらえばと思う。埼玉県深谷市
では、そのような実験的なものを行政と農業者との間で進めているような
ことを聞いたことがある。 

（委員）今の御意見ですとか資料を見ていて、やはり農業というのは大きく
3 つ重要な課題があると認識をした。一点目は、ずっと皆さんが言われて
いるとおり、非常に低い収益構造になっていることが大きな問題かなと思
う。農産物直売所がそもそも赤字運営だということにも驚いたが、非常に
収益が少ない、儲からない仕組みだということが改めて大きな課題だと
思っている。２点目は、やはり担い手不足で後継者がいないというのが致
命的に非常に大きな課題だなという認識である。アンケートにもあった
が、人材不足は大きな課題で、早急に着手しなければいけないと思う。3
点目は、私は知らなかったが、アライグマなどによる獣害も実は問題に
なっていることで、私は IT 業界に 30 年間いて、最近は AI のことばっか
りやっていたので、農業は詳しくないが、最近一番重要なのは農業なので
はないかなと実は思っている。ぜひ、羽村市も農業について経営の安定化
にしっかり力を入れてやっていただきたいという思いである。いろいろ考
えてきたので、いくつか提案を共有させていただきたいと思う。１つは先
ほどから述べているプラットフォーム化というのは、農業にも非常に利益
をもたらすのではないかなと思っている。6 次産業化はプラットフォーム
化するとすぐにできるというのは実証されており、実績もあるので、ぜひ
すぐにやっていただきたいなと思っている。また、農業もパラダイムシフ
トという考えが非常に大事なのではないかと思っている。先ほどブランド
化という話をしたが、やはり農業についても非常にブランド化というのが
大事であると考えている。ただ絶対やってはいけないのが先ほどあったか
もしれないが、こんないいものができますよとか、そのようなアピールは
絶対にやめた方がいいと思う。農業は詳しくないが、消費者として見ると、
今、北海道のメロンとか地域の美味しいものが簡単に手に入る時代で、1
個の良いものをブランド化したところで勝てないのではないか。世界中の
ものがすぐ手に入ってしまう世の中になってしまったので、こんな良いも
のがあるよと言ってもなかなか売れないのではないかと思う。ブランドと
いうのは先ほども言ったとおり、パッケージ化するのが非常に大事だと
思っている。例えば、羽村市はいろいろな良いことがいっぱいあるので、
例えばこんな美味しい水でできたこの農作物がこのレストランで食べら
れるとか、このように加工したものがあるとか、このスーパーでいつなら
新鮮なものが手に入りますよなど、そのようなパッケージ化をして、プラ
ットフォームに乗せて、そこですぐ買えるようにしておく。予約販売もす
るようにしておきクーポンとかも配れればいいと思うが、そのようなこと
で、プラットフォームをどんどん活用してやっていけばいいのではないか
なというのが１つある。農業に関して言えば、もう１つ、スマートシティ
と連動したスマート農業にぜひ取り組んでもらいたい。このような実験を
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 してますよとか、こんな成功例がありますよというときに、ほっといても
メディアが飛びつく世の中になっていますし、先ほど SNS で発信しなき
ゃという話がありましたが、今これからユーチューブとかインスタなんか
を作ってる場合ではないと思っていて、そのようなものはすでに皆さんは
やっているので、逆にスマートシティ、スマート農業をどんどんやってい
き話題を作っていけば、簡単に SNS で拡散していくので、そのようなネ
タ作りという意味でも、スマート農業、スマートシティをどんどんやって
いったらいいのではないかなと思っている。そうすると PR だけではなく
て、若者が非常に興味を引くのではないかなと思っている。スマート農業
とかロボットとか、AI や最新の技術を農業にどんどん取り入れていくと、
今度は若者がそれに興味を持ってくれるのではないかなと思っており、
だんだん農業の方に若い人たちもシフトしていけるのではないかなと
思っているので、ぜひスマートシティ、スマート農業に力を入れていただ
ければと思っている。 

（委員）資料 4 の農業環境の上から 6 番目で、兼業農家が多いというのは
確かに羽村の農業の傾向だが、「本気で農業に取り組む農家が少ない」と
あるが、兼業農家であっても皆さん本気で一生懸命やられている。この文
面上はどうかなと思うので、ぜひ訂正をお願いしたいなと思っている。ま
た、委員が言われたように、確かに農業だけでは十分な収入が得られない
ので、私も含め多くの方が兼業しているのだと思うが、税金を払うために
働いてるのかなと思うほど、そのぐらいやはり税金というのは非常に負担
になっている。ただ、農業以外のところで収入を得ないと、新たなことも
取り組めないし、楽しい農業もできないし、いろいろなことやってみたい
なと思っても、何しろお金がないとできないことが多数あるので、やはり
農業収入もさることながら、副業の収入もないと生活もできないし、いろ
いろな新たなことにも取り組めないと思う。また、スマート農業とかいう
話もありましたが、確かにやってみたいなと思うが、農業機械はすごく価
格が高く、トラクター1 台、コンバイン 1 台、田植機 1 台、何を買うにし
ても何百万円の単位で掛かる。羽村の農業の規模や高齢化によって、機械
に頼りたいと思うが何にしろ機械の値段が高くて、それも年に何日かしか
使わないものを買わなければいけない、共同で持たなければいけないとい
うと、その負担がすごく大きいと思う。農協では貸出し用の農業機械を用
意していただいて、レンタルができるものもあるが、必要としているもの
がなかったり、機械を畑まで持っていくために運ぶ車が必要だとか、道路
上の走行ができないとか、遠すぎるとか、いろいろな問題があって、ある
程度農家というのは自前で機械を持つようにしている。そのような中で、
やはり補助金というのが非常に大事で、神奈川の農機具屋さんと話しをす
ると、東京都はいいですねと言われる。東京都には潤沢な資金があって、
農協や市を通じて我々農家に補助金として提供していただける。補助金制
度についても、それを使えるか使えないかという条件があったり農家の皆
さんはよく知ってると思うが、今すごく非常にインパクトがあるのは認定
農業者に対する補助金制度を東京都が一生懸命やっていて、認定を取って
ないと全然補助金が使えないというようなこともあるので、認定農業者の
推進であるとか、補助金の推進であるとか、我々農家が本気で農業に取り
組むためには、やはり補助金だとか、ある程度の収入がないと次のステッ
プに進めないかなというのは感じているところである。 
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 （座長）他に御意見はいかがか。特になければ、議事に関して終了したい。
円滑な議事進行への御協力ありがとうございました。進行を事務局に戻し
ます。 

 
2　その他 
（事務局）円滑な進行、活発な意見交換や御意見をいただき、ありがとうご

ざいました。委員の皆様から何かございますでしょうか。 
（委員）２点ほど情報提供させていただきたい。前回の観光業のところで小

学 4 年生の玉川上水や郷土博物館の見学のところで話が出ていたが、見学
状況を郷土博物館に行って調べてきた。見学の際に、博物館の職員が引率
の先生に玉川上水の説明リーフレットを生徒分お渡ししているが、観光協
会にも提案しているが、この際に羽村市の観光案内のリーフレットやヒノ
トントン ZOO のマップなどを渡していただければ、観光の PR になるの
ではないかと思ったので、情報提供させていただく。また、私が実行委員
会のメンバーをやっている、8 月 22 日土曜日に栄小学校で開催されるド
コモマーケットという、夏休みの小学生向けイベントを紹介させていただ
きます。50 組の小学生が出店して企画、準備、販売、片付け、接客、お
金の計算など全て子供が行います。このイベントについては羽村市教育委
員会から後援を、また、市内の事業所に協賛協力をいただいている。入場
無料なので、ぜひ子供たちの発想やアイデアなどを見学に来ていただきた
い。 

（事務局）事務局から３点ございます。1 点目、本日の会議録については、
第２回と同様に、事前に御確認いただき、第４回の懇談会冒頭で訂正等を
確認させていただきます。会議録（案）が調整でき次第御連絡するので、
よろしくお願いしたい。2 点目は、次回、第４回懇談会については、８月
28 日金曜日午前 10 時から会場は i ホールで開催になるので御予定をお
願いしたい。次回、第４回懇談会では、「羽村市産業の今後の方向性につ
いて」をテーマとし、この懇談会における提言の骨子に御意見をいただき
たいと考えています。これまで各分野について、委員の皆様からいただい
た御意見やアンケート、ヒアリング等を踏まえ、各産業分野の課題と今後
の方向性をまとめたものを資料としてお示しいたしますので、これを基に
改めて御意見をいただければと思います。最後 3 点目は、第 6 回と第 7
回の懇談会の日程についてのお知らせです。第 6 回懇談会を 11 月 6 日金
曜日午前 10 時から、第 7 回懇談会を 11 月 27 日金曜日午前 10 時から、
いずれも会場を i ホールで開催となるので御予定をお願いしたい。事務局
からは以上となります。 

（事務局）それでは、これで本日の会議を終了させていただきます。長時間
にわたり、御協力ありがとうございました。


